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概要 ○海底下に広がる熱水分布域および海底下構造の把握
○熱水鉱床の形成環境を明らかにし、調査手法開発が可能に

1. 海洋資源の成因に関する科学的研究
海底熱水鉱床

【5年後の出口】

項目 実施前 実施後

海底熱水

鉱床

海底下の状況が把握

できておらず、適切な
調査手法が選定でき

ない。

正確な海底下構造の

把握と形成環境の解
明により、調査手法

開発が可能に。

項 目 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30

海域調査 掘削 掘削 掘削 掘削

周辺海域における
モデルの検証

特定海域における
集中調査

成因モデルの確立フェーズ 成因モデルの検証フェーズ

【従来】
海底面近傍における
水平方向100m規模の
鉱床モデルが考えられ
ていた。

海底下に広大な熱水域の
存在が示唆された（2010年）

【実施内容】
海底下における熱水分布を正確
に把握するための掘削調査・採
取試料の分析を実施。

地球深部探査船
「ちきゅう」で掘削

【工程表】
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海洋研究開発機構
産業技術総合研究所



概要：クラストが形成された年代を特定し、形成環境条件を明らかにすることで、厚く高品位なクラストが形
成される海域の条件を解明

1. 海洋資源の成因に関する科学的研究
コバルトリッチクラスト

【5年後の出口】

項 目 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30

海域調査
モデルの検証ROVによる調査・試料採取、

流向流速観測等

成因モデルの確立フェーズ 成因モデルの検証フェーズ

臼井ほか(1994)の鉄マンガンクラスト分布図および

メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム
(2009) のBSR 分布図に基づく

成
長
方
向

成長ストップ？

成長ストップ？

成長ストップ？

【従来】
我が国周辺の海山付近に
多く分布することが推定
されているが、正確な分
布域・厚さは特定されて
いない。

項目 実施前 実施後

コバルト

リッチクラ
スト

厚く高品位なクラスト

の正確な分布域が不
明なうえ、形成環境も

不明。

形成環境条件を踏

まえた海域の重点調
査が実施可能。

ROVにより採取点，産状の
明らかな試料が採取され、
古い時代まで遡れる年代測
定法が確立されつつある。

【実施内容】
形成年代を把握し、クラ
ストの有用元素濃度変
化とその時代の地球環
境と対比させることによ
り、コバルトリッチクラス
トの形成環境を特定。

濃い赤色部分がコバルトリッチクラストが存在すると推定されている海域

【工程表】

3

海洋研究開発機構
産業技術総合研究所



研究開発の工程 ≪海洋資源の成因に関する科学的研究 [産総研]≫

H26 H27 H28 H29 H30 H31以降
研究開発

実用化・事業化
産業展開等

①地殻形成過程・

火成岩類成因解明

②元素供給源の

解明

海底熱水鉱床

成因モデルの確立

民間意見招請・

問題点の抽出

○民間企業におい

て科学的知見・科

学的根拠に基づ

いた調査手法が

開発され、調査産

業創出を後押し。

○成果の国際的認

知を図り、国際標
準の獲得に寄与。

○科学的成果公表

により民間企業

等による日本周

辺海域の調査促

進、国際競争力

強化に貢献。

○科学的知見の分

かりやすく使いや

すい形での発信

により、調査産業

創出を後押し。

★国際学会参加

民間企業の調査航海への乗船による知見・技術移転、

ターゲット選定・解釈等に関する関与・連携（検討中）

実
証
的
検
討
の
ま
と
め
・
一
般
化

適宜反映

検討結果の解析・
取りまとめ

意見交換会 ★

試料取得

解析・分析

調達
（深海曳航式精密海底調査機器）

実海域運用

解析・分析

2航海参加（予定）、2年計画
の必要試料の50%取得完
了

調達完了

論文2報公表

年間4回程度定期で実施予定の
ほか、航海終了後等随時を予定。
H26年度はキックオフ会合を実施

成因モデルの実証

海外学会・ＷＳ等でのアピール

★★ ★★

科学的知見・裏付け

の民間への提供

適宜反映

★★ ★★ ★★ ★★ ★★ ★

★国際学会参加 ★国際学会参加 ★国際学会参加

標準化等

適宜反映 適宜反映

科学的知見・
技術移転

科学的知見等の発信

③海洋地質・地質

構造解明

H26.7航海分100%分析完了
（全岩主成分・微量成分）

特
定
海
域
で
の
実
証
的
検
討

特
定
海
域
で
の
実
証
的
検
討

検討結果の
解析・取り
まとめ

実証海域
選定

①周辺地質・科学

的性質の把握
②成因形成過程

の研究

コバルトリッチクラスト
試料取得・産状観察

目標・取り組み内容の社
会への発信（2件）

調達（Ar‐Ar年代測定システム）

造
構
モ
デ
ル
提
案

ま
と
め

実証‐事業化
連携
（検討中）

1航海参加
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●科学的成果の取りまとめ・報告

≪海洋資源の成因に関する科学的研究 [産総研] ≫

次世代海洋資源調査技術－海のジパング計画－

平成27年度計画概要
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成因モデルの確立にむけた科学的成果の蓄積

概要：第二事業年次となる平成27年度は、第一事業年
次に得られた試料等の分析・解析の高度化をはかるとと
もに、中間目標（第三事業年次）である成因モデルの確
立にむけて、引き続き実海域での資試料の採取・観察を
実施し、個別解析結果を成果としてまとめる。

平成27年度実施内容：
海底熱水鉱床
①平成26年度採取試料の分析・結果のとりまとめ
①‐1.基盤岩類（火成岩類）の地球化学分析（同位体

比等）の実施と結果のとりまとめ
→形成場の岩石学的成因解明に貢献

①‐2. 鉱化岩類の分析とデータ提供
→掘削孔全体の元素濃集機構解明への貢献

②基盤岩地質との関連性の検討のための海底地形・
海洋地質情報の精度向上に関する研究開発

→実施項目2（民間企業）への技術・知見移転
③Ar‐Ar年代測定システム導入 →高度分析準備
④伊平屋北海丘科学掘削航海参加と試料取得

→検討対象試料の充実化
コバルトリッチクラスト
①調査航海参加と産状観察・試料採取
②採取試料の化学分析・成因検討

海底熱水鉱床 H26FY

●データ報告（速報）

H27FY

H27FY

LAICPMS

●地球深部探査船
「ちきゅう」での
掘削・コア試料採取

●基本的地球化学分
析

解釈・検討

成因モデルの確立

分析・解釈
高度化

検討
試料
追加

●海底地形・海洋地質
情報取得（実海域運用）

H27FY

サイドスキャンソナー＋スワスバシメトリー 

サブボトムプロファイラー＋スワスバシメトリー  

地質学的解釈の高度化 

サイドスキャンソナー＋スワスバシメトリー 

サブボトムプロファイラー＋スワスバシメトリー  

地質学的解釈の高度化 

H28FY

●結果の報告
技術情報の
共有・移転

科学的
知見の統合

+ ●取り組み・成果の社会への発信

実海域
調査

SSS



≪海洋資源の成因に関する科学的研究 [産総研] ≫

次世代海洋資源調査技術－海のジパング計画－

平成27年度実施スケジュール

項目名 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

海底熱水鉱床

１．平成26年度掘削試料解析
①基盤岩類の検討
②鉱化岩類の分析

２．海底地形・海洋地質学的
検討・研究開発

３．Ar‐Ar年代システム導入

４．伊平屋北海丘掘削航海

コバルトリッチクラスト

１．採取試料の成因検討

２．調査航海

産業展開・実用化等

1. 連携に係る情報交換等
（JAMSTEC・JAMSA・J‐MARES)

2. 科学的知見・取組等発信

記載・化学分析・データ解釈

化学分析・データ解釈

海域試験および調査

調達請求手続

掘削航海参加

定期および随時開催、情報共有、知見の橋渡し等

航海参加・産状観察・試料採取

普及誌・広報誌・イベント等を利用した情報発信・学会発表等
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掘削計画策定・準備（連携）

導入・立上げ

準備等

報告

共有・報告

取りまとめ・報告

報告

記載・化学分析・データ解釈 報告

準備等


